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第 7 8 0 号

　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（昭和62年７月１日現在）

世帯数　54,991世帯（前月比26世帯増）

人　口　170,502人（前月比125人増）

　　男　84,504人

　　女　85,998人

交
通
事
故
防
止
活
動
を
展
開

　
子
ど
も
た
ち
に
と
つ
て
楽
し
い
夏
休
み
。
し
か
し
夏
休
み
に
入

る
と
、
毎
年
子
ど
も
た
ち
の
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

交
通
事
故
と
水
の
事
故
は
、
と
も
す
れ
ば
大
切
な
命
を
失
う
結
果

を
招
き
ま
す
。
こ
の
た
め
夏
休
み
中
、
交
通
事
故
防
止
活
動
や
水
難

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
展
開
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
気
持
ち
を
引
き
締

め
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

A
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
夏
休
み
を

　
例
年
七
・
八
月
の
夏
休
み
期
間

中
は
’
　
Ｈ
Ａ
Ｗ
)
た
ち
の
交
通
事
故

が
増
加
量
ヂ
。
こ
の
た
め
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故

防
止
活
動
奎
展
開
。
菅
公
尋
ド

ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
注
意
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

　
昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
発
生

件
数
は
、
八
百
五
十
九
件
。
そ
の

回
保
み
中
の
事
故
は
、
百
十
四

件
（
内
、
○
歳
か
ら
千
五
歳
ま
で

の
輪
禍
件
数
十
九
件
、
一
六
・
七

き
と
全
体
の
一
三
・
手
男
占

め
て
い
ま
ｙ
。
ま
た
、
○
歳
か
ら

十
五
歳
ま
で
の
事
故
原
因
で
は
、

横
断
中
が
三
二
％
で
ト
″
プ
、
続

い
て
出
合
い
頭
二
三
・
七
弧
、
路

上
遊
戯
中
一
丁
三
％
と
な
っ
て

い
ホ
チ
。
こ
の
中
に
は
、
わ
ず
か
な

注
意
で
防
げ
て
い
た
事
畝
も
少
な

く
な
い
ぶ
コ
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
令
ａ
、
次

の
点
に
特
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▽
道
路
刄
百
石
か
見
か
け
た
時

　
は
、
一
時
停
止
か
徐
行
を
し
ま

　
し
ょ
う
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

8月

31

日ま

で

　
を
必
ず
着
用
し
、
心
を
引
き
締

　
め
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
の
飛
び
出
し
を
招
く

　
「
危
険
な
物
陰
」
を
つ
く
ら
な

　
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

　
迷
惑
駐
車
は
、
道
路
の
見
通
し

　
が
悪
ぐ
な
る
な
ど
危
険
な
上
、

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
通
行

　
の
妨
げ
と
な
り
ま
ｙ
。
絶
対
に

　
止
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
納
涼
大
会

　
　
　
８
月
１
日
田
大
久
保
教
習
所
で

　
第
九
回
夏
の
交
通
安
全
納
涼
大

会
が
開
か
れ
毒
了
。
こ
れ
は
、
楽

し
い
催
し
の
中
で
、
親
子
が
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
ぼ

う
と
り
ｇ
）
の
で
す
。
ご
家
族
お

>
Ｕ
０
い
Ｖ
、
ぜ
ひ
ご
来
場
鴛

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
１
日
出
、
午
後

４
時
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久

保
自
動
車
教
習
所
（
近
鉄
大
久
保

駅
西
へ
三
百
μ
）
▼
催
し
物
・
・
・
府

　
夏
休
み
中
の
早
μ
も
た
ち
の
命

を
守
り
、
市
民
や
観
光
客
、
釣
り

入
ら
の
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た

警
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
演
奏
、
自
転

車
安
全
競
技
大
会
、
交
通
安
全
』
一

言
、
婦
交
さ
ん
、
白
バ
イ
ー
パ
ト

カ
ー
の
お
兄
さ
ん
と
の
集
い
、
消

防
署
員
に
よ
る
救
急
処
置
の
仕
方
、

抽
選
会
▼
主
催
・
・
・
市
少
年
補
導
協

議
会
▼
後
援
・
・
・
市
教
育
委
員
会
、

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
璽
’
ハ
の
場

合
は
中
止
し
毒
ｙ
。
（
交
通
労
政
課
）

め
に
、
本
日
、
宇
治
川
沿
岸
で
危

険
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
天
ヶ
瀬
ダ
ム
放
流
連

絡
会
が
行
ラ
も
の
で
、
宇
治
川
沿

い
の
約
十
八
＼
メ
ー
ト
ル
を
パ
ト

ロ
ー
ル
。
十
四
ヵ
所
に
危
険
防
止

の
立
て
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

　
更
に
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
に

建
設
省
の
放
流
警
報
ス
ピ
ー
カ
ー

で
「
’
石
も
の
水
の
事
故
防
止
」

を
随
時
呼
ぴ
掛
け
て
い
‘
’
チ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
危
険
個
所

で
遊
ん
で
い
る
Ｈ
Ａ
Ｗ
)
た
ち
舎
見

掛
け
た
ら
、
注
意
ず
る
な
芦
沢
の

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

京都府内巡回展示

鏡と古墳

景初四年鏡と芝ヶ原古墳

京
都
府
内
巡
回
展
示

鏡
と
古
墳

景
初
四
年
鏡
と
芝
ヶ
原
古
墳
★

８月１日(土)～16日(日)

歴史資料館(文化センター内)

　城陽市芝ヶ原古墳、福知山市広峯15号墳の

出土品を中心に、近年京都府内の発掘で出土

した銅鏡、玉類などを展示。写真の「四獣形

鏡」は、面形12cmの鏡で、獣像４個を配置し

た庄内併行期の鏡としては異色の鏡である。

主催　宇治市歴史資料館(S⑩1311)

▲池本市長から委嘱状を交付

　
六
十
三
年
京
都
国
体
で
本
市

が
開
催
地
と
な
る
、
水
泳
、
サ

。
ツ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
各
会

場
の
式
典
・
営
け
付
け
・
案
内

係
か
務
め
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
二

十
二
人
が
こ
の
程
決
馬
七
月

三
日
、
池
本
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
ま
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
は
、
市
内
八

つ
の
金
融
機
関
の
女
子
職
員
か

ら
選
ば
れ
た
人
た
ち
で
、
い
ず

れ
も
二
十
歳
前
後
。
若
さ
あ
ふ

れ
る
行
動
力
と
さ
わ
や
か
な
笑

顔
で
、
国
体
会
期
中
、
活
躍
し

て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
ず
。

751

友
好
都
市
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
に

　
日
本
庭
園
が
誕
生

▲日本庭園「亀島」の完成予想図

ビクトリア公園の池に浮かぷ島（約200

1
1
1
1
1

･ rtf)に石組みで亀の形を表現。景石、飛ヨ

八

L…..……………………………………….……1

　
市
は
友
好
都
市
の
ス
リ
ラ
ン

カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
に
市
造
園

建
設
業
協
会
の
協
力
忿
得
て
、
日

本
庭
園
の
作
庭
団
（
城
島
健
治
団

長
外
七
人
）
を
七
月
十
八
日
か
ら

三
十
一
日
ま
飛
４

　
現
在
、
同
市
中
心
部
の
ビ
ク
ト

リ
ア
公
園
内
に
、
日
本
か
ら
運
ん

だ
石
灯
う
７
や
現
地
の
樹
木
夕
莉

用
し
て
日
本
庭
園
を
作
庭
中
で
ｙ
。

　
こ
の
完
成
記
念
式
典
は
、
二
十

六
日
に
行
わ
れ
未
了
。

　
な
お
、
式
典
出
席
の
た
め
、
市

国
際
親
善
協
会
牽
甲
心
に
十
三
人

の
友
好
訪
問
団
（
団
長
北
堡
晟

市
収
入
役
）
が
、
二
十
三
日
に
出

発
し
ま
す
。

　
訪
問
団
は
、
三
十
一
日
ま
で
滞

在
し
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
民
と
の

交
流
奎
汀
い
、
友
好
都
市
の
絆
を

一
層
深
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
日
本
庭
園
の
作
庭
は
、
昨
年
四

月
十
二
日
、
友
好
都
市
盟
約
締
結

の
た
め
現
地
を
訪
れ
た
池
本
市
長

と
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
市
長
と
の
間

で
、
友
好
の
事
業
と
し
て
約
束
が

交
９
石
て
い
た
も
の
で
ｙ
。

夏の企画展｢宇治の小学校｣も開催中－８月30日(日)まで

国
体
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
2
2
人

交
野
つ
ぼ
・
用
水
路
の

　
転
落
事
故
を
防
ご
う

水の事故をなく
そう
宇治川沿岸
パトロールを実
施

醸■1漏ｉｉ；零ｉ碍！！｀？



1987年（昭和62年）７月21日発行（2）政だ　よ　り第780号

農地行政の担い手

農業委員会委員が決まる

　
宇
治
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
登
収
選
が
こ
の
た
び

行
わ
れ
。
二
十
七
人
の
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
の
選
出
内
訳
は
、
公
選
に

よ
る
選
出
の
二
十
人
と
、
市
議
会

か
ら
五
人
、
農
業
共
済
か
ら
一
人
、

(敬称略)宇治市農業委員会委員の名簿

斟 氏名 住　　所 勣 氏　名 住　　所

公

選

江口喜代適

片山　哲夫

神出箔三

北村源造

古島　幸夫

柴田　茂樹

新谷源太郎

角田　泰夫

多田昭二

塚原米三

辻　四郎

寺Ill　俊男

中西　s―

永原安一

植島町一ノ坪33－17

五ヶ庄古川ｎ

東笠取中鴫15

宇治妙楽106

袱島町門口28

白川植田1－4

西笠取辻出川東54

伊勢田町中山78

伊勢田町中山86-1

小倉町久保75

小倉町久保36

宇治壱番40

横島町清水81－3

木幡正中34

公

選

服部明信

浜田和夫

村田　憲治

森　　茂

山崎一平

山花忠次郎

白ill川上り谷72

広野町東裏48

六地蔵町3E12

大久保町山ノ内28

五ヶ庄大八木島33-1

宇ifr善法18

市

議
会
選
出

江口　辰造

川口　祐一

西川　普通

野上清一

吉田　明

横島町一ノ坪69

大久保町山ノ内11

五ヶ庄三番割9

宇治米阪30－8

横島町南落合3-73

饗協
甘出大西繁造 宇治善法76-2
玖酒

選冲，池本正夫 宇治妙楽n3

/

農
業
協
同
組
合
か
ら
一
人
の
合
計

二
十
七
人
で
す
。

　
委
員
の
仕
事
は
、
農
業
委
員
会

が
持
つ
「
都
市
近
郊
に
お
け
る
農

地
行
政
の
執
行
・
推
進
機
関
」
と

し
て
の
機
能
と
役
割
り
倣
地
域

の
実
態
に
合
わ
せ
て
生
か
す
こ
と

で
す
。

　
任
期
は
三
年
で
、
本
年
七
月
二

十
日
か
息
八
十
五
年
七
月
十
九
日

ま
で
の
間
、
地
域
の
代
表
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
し
い
委
員
さ
ん
は
、
右
表
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

お
知
ら
せ

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
今
回
は
、
八
月
十
五
日
の
終
戦

記
念
日
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
７
日
岡
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
一
般
市
民
▼
テ
ー

了
・
終
戦
記
念
日
に
お
も
つ
▼
講

師
・
・
・
元
宇
治
市
立
小
学
校
教
頭
・

宇
野
春
三
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
自

由
参
加
、
当
日
直
接
来
館
欠

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

国
体
事
務
局
が
移
転

　
　
建
設
部
の
一
部
も
配
置
変
更

国
体
事
務
局
は

太
陽
が
丘
前
へ

国
体
事
務
局
が
、
宇
治
折
居

二
四
番
地
へ
移
転
Ｌ
笙
し
た
。

併
せ
て
、
第
四
十
三
回
国
民
体

育
大
会
宇
治
市
実
行
委
員
会
事

務
局
・
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ

器ａ。ｌ

　ｄ

国体事務局(宇治折居24)

て
走
う
忌
落
市
市
民
運
動
推

進
協
議
会
事
務
局
も
、
同
所
へ

移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都

国
体
を
一
年
後
に
控
え
、
国
体

業
務
の
増
加
と
事
務
室
の
拡
充

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

○
国
体
事
務
局
（
宇
治
市
宇
治

折
居
二
四
・
容
＠
３
５
２
１
・

７
８
３
１
、
・
Ｆ
Ａ
χ
容
⑩
7
8

3
4
）

　
建
設
部
２
課
２
室
は

　
順
次
移
転

　
一
方
、
建
設
部
の
二
課
二
室

も
、
事
務
室
を
配
置
旁
更
し
ま

纏詣鸚難＝硝･費万者部面2Q冒明炒－

　この公表価格は、7月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 詔
価格状況 琵 訟封前月比 村lltl年比

灯　　油
18ぞ店頭

　　円804 　％ 2.9 A32.?　　円920 esi円

18(配達 838 1.7▲33.4 950 750

ガソリン
レギュラー1(現金
充'i 125 ０ 5.0 130 120

ティッシュ

　ベーダ4－

400収入ttfi

けnック又･スコッティ) .155 3.3 ０ 153 130

台所用
　　ラップ

サランラップ
30<･iiiX20m 222●2.6▲0.9 240 168

T'レミ
　　ホイル 25cmX 8 m 165▲1.8A 1.2 188 128

シャンプー 液体ポリ容器220CC花王エッセンシャル 230 0.4 ０ 230 225

洗lf用
　扮石けん 2.4kg 921 1.1 7.0 980 820

乍　　肉
すき娩用
中程度100g 371 0.5 6.3 450 255

塩Sけ 切身100g 326 5.8 5.5 398 248

バレイショ 男爵100g 30
▲16.7 20.0 40 12

キャベツ中玉約lkg 226 16.5 76.6300 133

鶏　　卵
Ｍサイズバック入
10個 133 6.4 34.5148 98

食用油 日,nサラダ油tポリ容器入lOOOe 477▲2.7 A 7.9 558 348

しよう油キッコーマン濃口ポリ容器入1 ぞ 257 ０ ０ 268 248

砂　　糖上(1llR 248 ０▲3.5 268 225

小麦扮 日清小麦扮フラワー1 kg c薄力扮） 202 1.0▲3.3 228 178

インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

眠入150 g 921 0.5▲12.5 948 890

み　　そタヶヤミソIks324 5.2▲6.9 358 228

食'-■ン 普通品1片
（^ライスしたもの） 155 ▲0.6▲5.5 170 140

* illi代ワイシャツ自の友そで 141 ０
▲11.9 四 l㈲

｀　●印は減

　
市
政
概
要
講
座

　
行
政
の
役
割
と
施
策
に
つ
い
て

営
望
子
。

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
3
1
日
岡
午
後

１
時
半
Ｉ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広

野
公
民
館
▼
テ
ー
マ
…
市
の
財
政

は
ど
シ
な
っ
て
い
る
の
▼
対
象
…

市
民
▼
申
し
込
み
ｒ
・
当
日
、
直
接

会
場
へ
▼
問
い
合
わ
ｔ
)
｡
｡
.
ｗ
野
公

民
館
（
容
⑥
7
4
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
寝
た
き
り
老
人

　
　
　
　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
6
日
面
、
午
後

▼新館2階

す
。

　
既
に
、
管
理
課
が
新
館
二
階

か
ら
三
階
へ
。
八
月
十
二
日
か

ら
は
、
河
川
失
対
課
、
八
月
十

１
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
必
一
館
▼
テ
ー
マ
・
：
老
人
の
心

理
↓
お
へ
の
か
か
わ
り
方
～
▼

講
師
…
黄
聚
病
院
理
事
長
・
石
田

衛
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
寝
た
き
り
老
人

衆
抱
え
る
家
族
な
ど
▼
申
し
込
み

・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
添
輦

（
京
阪
宇
治
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
両
駅
前
乗

車
）
を
ご
希
望
の
人
は
、
2
3
日
ま

で
に
そ
の
旨
宇
治
明
星
園
（
酋
⑩

6
9
2
2
）
へ
。
　
（
福
祉
課
）

　
防
火
映
画
会

　
町
内
（
自
治
）
会
な
ど
の
ご
要
望

に
応
じ
て
、
消
防
署
員
が
防
火
映

画
を
出
張
上
映
し
ま
す
。

▼新館3階三
日
か
ら
は
、
特
別
事
業
対
策

室
・
指
導
検
査
室
が
移
転
。

　
変
更
後
の
庁
舎
事
務
室
の
配

置
は
右
図
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
上
映
期
間
…
８
月
1
7
日
間
～

2
3
日
面
▼
申
し
込
み
・
：
８
月
３
日

側
～
７
日
廊
に
、
中
消
防
署
（
豊
⑩

0
1
1
9
）
、
西
消
防
署
（
豊
⑩
3

9
0
0
）
、
東
宇
治
消
防
分
署
（
Ｓ

⑩
8
7
5
9
）
、
伊
勢
田
消
防
分
署

（
豊
⑩
４
７
８
）
へ
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時
。

　
な
お
、
各
消
防
（
分
）
署
で
は
一

日
に
二
ヵ
所
上
映
の
予
定
で
す
が
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
ト
と
は
、

電
話
で
お
問
監
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
3
日
俐
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象

…
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入

場
は
平
戸
石
の
み
）
▼
参
加
費
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、
直
接

会
場
へ
▼
問
い
４
ａ
ｃ
ｉ
？
j
-
中
央
図

書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
水
道
給
水
装
置
工
事

　
　
技
術
者
の
講
習
会

　
市
水
道
部
で
は
、
九
月
に
「
市

給
水
装
置
工
事
責
任
技
術
者
及
び

技
能
者
の
資
格
試
験
」
を
行
う
予

定
で
す
。
こ
れ
に
先
駆
け
て
、
「
水

道
給
水
装
置
工
事
技
術
者
の
講
習

会
」
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
3
0
日
㈲
、
午
後

１
時
１
５
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市
産
業

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
講
習
内
容

・
；
水
道
法
、
水
理
学
、
給
水
装
置
基

準
、
給
水
条
例
な
ど
▼
受
講
料
・
：

テ
キ
ス
ト
代
二
千
円
▼
申
し
込
み

・
：
７
月
2
1
日
吻
～
3
1
日
廊
（
土
・
日

曜
日
除
く
）
に
直
接
、
水
道
部
総
務

課
へ
。
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
水
道
部
総

務
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
「
市
給
水
装
置
工
事
責
任
技
術

者
及
び
技
能
者
の
資
格
試
験
」
の

日
程
な
ど
に
付
い
て
は
、
輿
９
　
市

政
だ
よ
り
七
お
知
ら
裴
皇
子
。

受
験
に
際
し
て
は
、
一
定
の
受
験

資
格
が
必
要
。
講
習
会
を
受
講
ご

希
望
の
人
は
、
そ
の
旨
事
前
に
ご

相
談
穴
講
習
必
一
に
参
加
し
た
だ

け
で
は
、
受
験
資
格
は
得
ら
元
ま

せ
ん
。
　
　
（
水
道
部
総
務
課
）

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正

　
七
月
二
土
（
日
面
に
予
定
の
宇

治
薪
能
（
宇
治
神
社
）
は
、
八
月

一
日
出
に
奮
言
れ
ま
す
。

　市政情報いつでも24時間

　テレホンサービス

　　　宇治市政ダイヤル

電話20－0100

９月15日(祝)文化センター

敬老会にご参加を

　定員に余裕があります

　
こ
と
し
の
慾
器
は
、
九
月

十
五
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
参
加
申
し
込
み
は
、
七
月

一
日
か
ら
は
が
き
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
。
定
員
に
ま
だ
少

に
荼
裕
が
あ
り
ま
す
。
特
に
午

後
の
部
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

マ
と
■
≪
＞
-
-
ａ
>
月
1
5
日
脚
、
午
前

　
と
午
後
に
各
一
回
実
施
。

▽
と
こ
ろ
：
文
化
会
館
大
ホ
ー

　
ル
（
折
居
台
１
丁
目
）
。

▽
内
容
・
：
式
典
と
催
し
（
チ
ャ

　
ン
バ
ラ
ト
リ
オ
、
日
吉
川
秋

　
水
、
桂
小
枝
）
。

▽
招
待
老
人
の
範
囲
・
・
・
市
内
在

　
住
で
、
大
正
６
年
―
月
1
6
日

　
以
前
に
生
次
れ
た
満
7
0
歳
以

　
上
の
大
。
定
員
は
約
２
千
五

　
百
人
。

▽
記
念
品
・
：
参
加
者
に
会
場
で

　
お
渡
し
し
毒
７
．

▽
送
迎
・
：
従
来
芦
忍
り
路
線
バ

　
ス
な
ど
で
。
専
用
バ
ス
も
運

　
行
し
ま
す
。
時
刻
に
つ
い
て

　
は
九
月
十
一
日
号
の
市
政
だ

　
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
専
用
バ
ス
停
留
所
は
、
次
の

　
と
お
り
で
ｙ
。

　
Ｏ
東
宇
治
方
面
・
：
中
住
宅
↓

　
御
蔵
山
↓
西
住
宅
↓
幼
稚
園

　
前
↓
御
園
↓
町
並
↓
御
蔵
山

　
参
道
↓
木
幡
↓
木
幡
山
手
町

　
↓
南
木
幡
↓
病
院
前
↓
菖
木

　
↓
平
野
町
↓
新
田
↓
森
本
↓

　
三
室
戸
○
大
久
保
方
面
…
日

　
産
車
体
↓
緑
ケ
原
口
↓
近
鉄

　
大
久
保
↓
国
道
大
久
保
↓
国

鉄
新
田
４
城
南
高
校
↓
神
明

↓
城
南
荘
↓
西
町
Ｏ
宇
治
方

面
…
宇
治
車
庫
↓
京
阪
宇
治

↓
宇
治
橋
西
詰
（
都
市
計
画

道
路
）
↓
国
鉄
宇
治
駅
↓
総

合
庁
舎
↓
宇
治
市
役
所
Ｏ
目

川
方
面
・
。
：
目
川
↓
大
河
原
（

京
阪
宇
治
交
通
）
↓
横
島
小

学
校
↓
棋
島
↓
中
研
前
↓
宇

治
橋
西
詰
（
県
通
り
）
↓
県
神

社
Ｏ
三
軒
家
方
面
・
・
・
三
軒
家

　
（
京
阪
バ
ス
）
↓
小
倉
↓
蔭

山
↓
宇
治
郵
便
局
↓
ユ
ニ
チ

カ
Ｏ
浮
面
方
面
…
浮
面
↓
名

木
北
口
↓
伊
勢
田
↓
北
山
住

宅
↓
小
倉
住
宅
↓
近
鉄
小
倉

↓
小
倉
↓
嘩
山
↓
宇
治
郵
便

局
↓
ユ
ニ
チ
カ
○
名
木
方
面

・
：
名
木
↓
緑
ケ
原
↓
国
道
伊

勢
田
（
京
阪
バ
ス
）
↓
小
倉

住
宅
―
近
鉄
小
倉
↓
小
倉
↓

蔭
山
↓
宇
治
郵
便
局
↓
ユ
ニ

チ
カ
Ｏ
志
津
川
方
面
山
居

川
（
竹
下
酒
店
前
）
↓
白
川

　
（
茶
研
入
口
）
Ｏ
笠
取
方
面

…
笠
取
（
笠
取
小
）
。

敬
老
祝
金
の
支
給

各
地
域
ご
と
に

敬
老
祝
金
は
、
敬
老
会
当
日

会
場
で
お
渡
し
ぎ
る
の
で
は
な

く
、
地
域
ご
と
に
日
時
と
場
所

か
戻
め
て
営
け
取
り
に
来
て
い

た
だ
章
示
す
。
地
域
ご
と
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
後
日
市
政
だ

よ
ぴ
な
μ
弓
嘉
知
ら
せ
し
津
す
。

▼
申
し
込
み
期
間
・
：
７
月
3
1
8
1

　
倒
ま
で
（
７
月
3
1
日
の
消
印

　
有
効
）
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
は
が
き
で
。

　
あ
て
先
は
、
宇
治
市
福
祉
事

　
務
所
福
祉
課
。
左
の
書
式
に

　
従
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
記
入
が

　
不
十
分
な
場
合
や
電
話
で
の

　
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

　
ん
。

　
　
申
し
込
み
多
数
の
畏
ほ
、

　
抽
選
の
上
そ
の
結
果
を
通
知

　
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
時
間

　
　
（
午
前
・
午
後
）
に
つ
い
て

　
は
、
ご
希
奪
と
お
り
に
な
ら

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
ゐ
で
、

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

表（あて先）

　　　郵便はがき

裏

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
福
祉
事
務
所

宇
治
市
福
祉
事
務

福
祉
課

行

　　　敬老会参加申込書

住　　所

氏　　名（ふりがな）
電話番号

生年月日　　　　　　　年齢
希望時間（　　　　　　　）

　※午前の部か午後の部かどちら
　　かを記入して下さい。
利用する交通機関（　　　　　）

　※市が運行するバス、自家用車、
　　その他のいずれかを記入して

　　下さい。
バス停留所名｡（　　　　　　　）

　豪市が連行するバスをご利用の

　　方だけ記入して下さい。

752

申
し
込
み

あ
ん
な
い
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